
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 奥州市胆沢区若柳字甘草203番地内 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 21 社（原木供給／2 社、製材／3 社、建材流通／3 社、プレカ
ット／1社、設計／2社、施工／10社） 価格帯 1,900～2,500万円 

代表者名 小野寺正英（有限会社工務店おのでら代表取締役） 価格の基準面積 123㎡ 

主な受賞歴等 ・県南地域振興局林務部内「胆江地域材での家づくり研究会」にて活動 価格に含まれない 
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
阿部貴志江 
[メール] touryou@isis.ocn.ne.jp 
[電話] 0197-46-3447 [ＦＡＸ] 0197-46-3498 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ    

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
住む人が安心できる懐かしさの家 
●気温の変化に対応した暖かく住みよい家造り 
●耐震性を兼ねた目に見える骨太の地域材の家 
 
神々しい海と共生した家造り 
●変動する地域で厳しい環境にも対応した外観 
●内部は住む人を安心させる新しさを兼ね備えた造り 

 222
胆江地域型住宅づくり研究会 
大船渡市、陸前高田市 
[グループの特徴とメッセージ] 
●岩手県南を拠点とするグループとして災害復興に団結して取り組み、岩手の力を示したいと思っています。 
 特に「胆江地域材での家づくり」研究会を基本にしてグループ活動を行っており、林業の復興と合わせ、 
 県南地域材での沿岸地方の復旧復興を願うところです。 
●神々しい厳しい自然と共生するため、新しい住宅仕様を取り入れ受け継がれる技術等グループの結束力で災害復興の一翼を 
 担いたいと思っております。 
●岩手県は広い面積や森林県と自称しながらもそれら持てる資源を有効に活用されていないので、 
 木材資源の供給復興も合わせて呼びかけていきます。

岩手県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。
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